
  「エイジレス８０」ユーザー研修会を受講して（NRIユーザー研修）

　孫の日イベント（山城地域拠点シルバー人材センター連絡会）
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事務局だより

　令和元年度の年会費の納入について   センターの現状報告　(令和元年１１月末現在）

令和元年度の年会費（３,６００円）を未納の方は早

急に納入をお願いします。 

会費は当センターの事業運営に欠かせない貴重な

財源の一部であり、シルバー人材センターの正会員と

しての資格を維持するには年会費の納入が必要です。  

・会員数３１５人 
（男２４９人、女６６人） 

・受注件数１，４３７ 件（請負・派遣） 
・契約額１１７，８３８千円（請負・派遣） 
 

＊受注件数・契約額は令和元年４～１１月 
＊契約金額は前年同月比で２，８３４千円増 

１０月２９日（火）、当センター理事３名（中西、西田、松本）・職員１名（山本）が京都市京都テルサで、

「エイジレス８０」ユーザー研修会を受講しました。 

「エイジレス８０」は、全国のセンターが事務で使用している専用ソフトです。そのメーカーであるＮＲＩ

社員が講師としてシルバー人材センターの機能強化、会員獲得に向けたマーケティング戦略の２点について講

習しました。 

午前の部の機能強化については、「高齢者が地域で働ける場・社会を支える活動の場としてのシルバー人材

センター」という視点で、センターのどんな機能を強化すべきか、また会員獲得については、主に会員拡大に

取り組んでいるセンターの事例紹介で、マーケティング的な観点からその施策の案内を受けました。 

午後の部は、職員１名（柳田）が専用ソフトについての実務操作新機能、注意点について受講しました。 

 

１０月２０日（日）、アピタ精華台店西館１階イベントスペースで、孫の日イベント『紙コップであそぼう！ 

マジックショーもあるよ！』と題し、京田辺市シルバー人材センター会員による「おもしろマジックショー」

のイベント、紙コップを使った「体験工作教室」、「バルーンアート」の配布を行いました。 

イベントは山城地域拠点シルバー人材センター連絡会の各センター役職員・会員が当日運営し、来場者は、

マジックショー９３人、工作約４０人、バルーンアート約５０人と子ども連れを中心に賑わいました。 

当センターからは松本広報委員会担当理事を中心に役職員４名が運営に携わりました。 

今後も連絡会事務局職員会議で取り組みを協議しますので、皆さまのご協力をよろしくお願いします。 

紙コップであそぼう！の会場 紙コップを使った工作に取り組む子どもたち 

おもしろマジックショーに見いる子どもたち 当日のラッピング公用車 


